
j” 

このコーナー では、 全国各地で催される罰彦会等におけるケ 脳梗塞の後遺症で左半身にまひをもつ父親と、 それを介護す
ース検討の模様を誌上採録していく。 ケアマネジャーに求め る長男夫婦。父親は在宅での生活を望むが 、 長男夫婦は同居
られるさまざまな能力の錬磨に役立てていただきたい。 を拒む。そんななか、 主介護者である長男が頻繁に父親に暴
今回は、 スーパーヴァイザー ・奥川幸子氏をアドバイザーと 力を振るっている実態が浮かび上がる。そのとき 、 ソーシャ
して 、 ソーシャルワーカーの有志が開いている自主勉強会の ルワーカーは、 誰と向き合い 、 どのように援助を進めていく
模様を紹介する（勉強会及ひ車例の内容については、 全体の べきなのか�゜
趣旨に差し支えない範囲で変更させていただきました ）。

［事例の概要］
クライエントに関する基礎情報

·Y·Tさん 男性 66歳

同居家族．長男(32歳）、 長男の妻(26歳）、 孫

( 0 歳）、 妻とは長男が 6 歳のときに離婚。

•生活歴：35年間タクシー の運転手を勤める。 平

成7年に家を新築し、 現住所に転居（それまで

は市内の別住所に約20年居住）。

・病歴：平成2 年12月、 脳梗塞で倒れる。 左半身

まひとなる。 その後、 入退院を繰り返す。 最後

の入院は平成6 年12月。 平成8年lO月、 膀脱炎

との診断。

・身体状況：左半身まひ。 リハビリにより何とか

伝い歩きができる程度。 入れ歯の具合が悪く、

言語不明瞭。

・介護者：長男。 入浴介助・排泄介助・洗濯·居

室の清掃等

援助の経過①

（平成9年1月6日～平成10年10月23日）

［紹介経路］

●H9.1.6

長男の妻が市（健康福祉課）へ電話。 保健婦よ

りL在宅介護支援センタ ー を紹介され、 電話が入
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る。「デイサー ビスを利用したい。 出産間もない

（産後 2カ月） ので介護負担が重い」とのこと。

●H9.1.10

アセスメントのために訪問。 身体状況、 家族状

況の聞き取りを行う。 ホ ームヘルプサー ビス、 訪

問看護等のサー ビスに関する情報提供を行う。

H9.1.17より週 1 回のペースでデイサー ピスの利用が
始まる。さらに、 5 月からは、家族の希望により週2 回の
ホ ー ムヘルプサ ー ピスが導入された。

●H 10.9.4

デイの職員より相談。 デイ利用のつど 、 本人よ

り長男の暴力について訴えがあるとのこと。

ワーカ ー がYさんのところへ行き、 話し合う。

「長男から、 入浴介助をしてもらっているときに

よく殴られる。 中学生の頃からワルだった。 以

前、 自分の貯金を2000万円ほど使い込まれたこと

もあった」。 ワ ーカー は、 長男との生活がつらけ

れば、 老人ホ ームでも生活できることを伝える。

●H10.9.12

ホームヘルパー より連絡。「ショ ー トステイから

帰宅して以来 、 長男の暴言，暴力が激しい」と、

長男の妻から訴えられたとのこと。

●H 10.9.14

長男の妻に電話をかける。 長男の暴力があるこ
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とを確認し、 訪問の約束をする。 午前ll時 、 自宅

を訪問し、 Yさん及び長男の妻と話し合う。

Yさん、 長男の妻ともに、 長男の暴力があるこ

とを認め、 先日ば怪我まで負ったという。「大声で

暴言を吐くため 、 近所の人に知られてしまう。 暴

力を振るう姿を見るのはつらい。 かといって、 止

めることもできない」と、 長男の妻。

ワ ーカ ーは、 計画的にショ ー トステイを利用す

ることをすすめる。 Yさんも納得する。

►ショ ー トステイ利用(10月23日～）。

し ■第1回検討会[H10.10.24] ］ 
[Mさんより事朦郷介ののち、メンバーと印油筵釘

奥川 では、 今プレゼンテ ーションしていただい

たケ ースについて、 より詳しくアセスメントする

ためにはどんな情報が必要なのか、 Mさんから引

き出してみましょう。 その前に、 Mさんは、 なぜ

この事例を選んだのですか。

Mさん 現在かかわっているケ ースだからです。

それと、 デイを利用するなかで長男の暴力がわか

ったわけですが、 私には、 単に「虐待」というこ

とではおさまらない、 長男の生育歴から出てきた

表現の一形態なのではないか、 と思えたものです

から。

奥川 この事例検討会では、 どんな点を検討した

いのですか。

Mさん Y さんから長男の暴力を聞いたとき、 ソ

ーシャルワ ー カ ーとしてその後をどうするのか。

また、 援助者として、 これからどのようにY さん

とその家族とかかわっていき、 彼らの生活の仕方

をどう考えていけばいいのか。 具体的な援助方法

について検討していただきたいと思います。

奥川 では、 アセスメントのために必要な情報に

ついて、 質問をどうぞ。

発言 なぜ、 9月14日に訪問することにしたので

すか。

Mさん 長男の妻が暴力があることを認めたの

で、 今な ら介入できると思って動きました。

発言 長男夫婦はいつ結婚したのですか。

Mさん 平成8年です。

発言 結婚当初からY さんに対する長男の暴力は

あったのですか。

Mさん もっと以前から暴力はあったようです。

Y さんと長男の妻の話からは、 昨日今日始まった

という感じは受けませんでした。 ただ、 私が自宅

を訪問した9月14日以降は、 暴力はなくなったよ

うです。

発言 長男の妻と Y さんとは、 どんな関係なので

すか。

Mさん 長男の妻はY さんを拒否していると思い

ます。 長男が結婚前にYさんのお金を使い込んだ

のを、 自分も一緒になってやったと言われたこと

があり、 Yさんに対する拒絶的な感l青はかなり強

いようです。

発言 経済状況はどのようになっていますか。

Mさん 生計は長男がまかなっています。 Y さん
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